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樹皮を利用した水稲育苗用培地の開発(第１報）
市販パーク堆肥の培地適性と育苗用パーク堆肥の製造
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パーク堆肥を利用して，従来の床士に代わる軽量な水稲育苗用培地を開発することを目的に，

市販パーク堆肥の育苗用培地適性，および育苗に適したパーク堆肥の製造方法について検討し

た。結果は以下のとおりである。

１）供試した７種類の市販パーク堆肥について熟度評価した結果，広葉樹パーク堆肥は完熟，

針葉樹パーク堆肥および針葉樹・広葉樹混合パーク堆肥は，ほぼ完熟と判定された。堆肥に

含まれる可給態無機成分（植物が吸収可能な肥効成分）のうち，カルシウム，カリウム，マ

グネシウム，リンは含有量が高かったのに対し，窒素，亜鉛，鉄は微量であった。各成分の

含有量は，堆肥の種類によって異なり，特にリン，硫黄，マンガン，鉄は試料間で大きな差

が認められた。

２）市販堆肥を用いた育苗試験の結果，①苗の生長量が劣る，②葉色が淡い，③葉先が褐変す

る，④苗全体が黄白化するという問題点があることが明らかになった。苗の生育不良原因と

して，①は施肥窒素不足，②は施肥窒素と鉄不足，③はリン酸過剰，④は鉄不足とリン酸過

剰が考えられた。

３）苗のリン酸過剰障害を防ぐため，化学肥料のみを発酵助材に用い，リン酸添加量を抑制し

た５種類のパーク堆肥の製造を試みた。その結果，ナラ樹皮堆肥は堆積後６ケ月で，エゾマ

ツ樹皮堆肥は９ケ月でほぼ完熟した。堆肥の分解性はナラ＞エゾマツ＞カラマツの順に高く，

腐熟促進に効果的な配合条件は，尿素十過リン酸石灰または尿素十過リン酸石灰十硫酸カリ

ウムの組み合わせであった。

４）１５ケ月間発酵させた育苗用パーク堆肥は，いずれも良好な育苗培地適性を示した。また，

堆肥に育苗箱当り窒素２９および鉄３９相当の肥料を添加することにより，加工床土とほぼ

同等の苗質が得られた。

本報告の一部は，第44回（奈良）および第４5回（東京）日本木材学会大会で発表した。

*木材試験場＊*企画管理部＊＊*農林水産部・普及技術課＊＊＊*農業技術センター・農業試験場
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率 (C/N比;全窒素に対する全炭素の比率)はCN

コーダ一法1)，陽イオン交換容量 (CEC) は酢酸バ

リウム法2)で測定した。還元糖割合は， 72%硫酸加

水分解法6)で全還元糖量を求め，これより井ノ子3)

の方法に従い算出した。

熟度判定は，今野らが設定した熟度目標的，日本

パーク堆肥協会および全国パーク堆肥工業会の統一

基準5)に基づいて行った。

2)可給態無機成分の分析

全無機態窒素 (N) は2規定塩化カリウム抽出・プ

レムナー蒸留法1)，リン (p) は2.5%酢酸抽出・塩

酸モリブデン法1.4)，硫黄 (S) は水抽出・硫酸バリ

ウム重量法14)，塩素 (ce) は水抽出・硝酸銀滴定

法的で定量した。また カリウム (K)，カルシウム

(Ca) ，マグネシウム (Mg)，マンガン (Mn)，亜

鉛 (Zn)，鉄 (Fe)および銅 (Cu)は1規定酢酸ア

ンモニウム抽出・原子吸光法1)で定量した。

市販パーク堆肥の種類表-1

材

針葉樹(シベリア材)

助酵

鶏糞+尿素

発樹皮の種類試料

1 .はじめに

本県は全国一の北洋材輸入基地であり，木材の流

通・加工の過程で樹皮が年間約 5-6万トン(乾物)

発生する。これらは，かつて多額の経費をかけて焼

棄却されていたが近年パーク堆肥としての利用が

進みつつある o しかし，パーク堆肥の用途は，法面

吹付けや造園緑化果樹・園芸用資材などに限られ

ており，新規用途の開拓が必要である。

一方，本県農業は稲作が主体であり，苗作りには，

山砂に肥料を配合した加工床土が毎年約 4万トン使

用されている。しかし，優良な床土原料の不足に加

え，床土を詰めた育苗箱は重く，これを大量に扱う

育苗・田植え作業は重労働を伴うため，軽量な代替

資材の導入が急務となっている。

パーク堆肥は，加工床土に比べ，重量が約1/2と

軽く，また，保水・通気性等にも優れていることか

ら，これに替る軽量な水稲育苗用培地として利用で

きる可能性がある。

そこで，本研究では市販パーク堆肥の水稲育商用

培地適性を検討し，問題点の摘出を行った後，その

結果を基に育苗に適したパーク堆肥の製造方法とそ

の培地適性について検討した。 。

鶏糞+硫安+米ヌカ等

鶏糞+硫安

鶏糞+尿素

鶏糞+原素+パーミキュライト

2 • 1 • 2 培地適性評価

1 )ハウス育苗試験

試験区としてパーク堆肥使用区と対照区を設定し

た。前者は，目聞き 4mm節通過部のパーク堆肥を用

い，これに含まれるN等を考慮して，市販育苗箱 (600

X300X30mm)当り， Nとして Ogおよびl.Og相当(以

下， Nl.Og/箱のように表示)の苗代配合肥料

(NI0-P20s10-K2010)を添加した後，同育苗箱にそ

れぞれ詰めた。後者は，加工床土 (N-P20s-K20=

1.5-1.5-1.5g/箱)をそのまま箱詰めした。これら

に，コシヒカリの種子籾を播種し 3日間育苗器中

で発芽させ，さらにピニルハウス内で20日間育苗を

行ったo

培地適性の評価は，育苗終了時の苗の生育調査(草

丈，葉令，第一葉鞘高，乾物重)および常法的によ

広葉樹(主にナラ材)

針葉樹・広葉樹混合

。
。
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2.実験方法

2 • 1 市販パーク堆肥の水稲育苗用培地適性

パーク堆肥を水稲育苗用培地に利用する場合，樹

皮の水溶性フェノール等による苗の生育阻害や樹皮

多糖類による窒素飢餓等が発生しない段階まで，堆

肥が腐熟化していることが必要である。また，苗の

正常な生育のためには，植物が吸収可能な窒素，リ

ン酸，カリウムの三要素の他，マンガン，亜鉛，鉄

等の微量要素も必要15)であり 培地の適正な肥料設

計のために，これら可給態無機成分のパーク堆肥中

の含有量を究明する必要があるo そこで，市販パー

ク堆肥の品質(熟度および可絵態無機成分)につい

て調べると共に，水稲育首試験により，その培地適

性を評価した。

2 • 1 • 1 品質評価

試料には，表ー 1に示すように，原料樹種や発酵

助材が異なる 7種類の市販パーク堆肥を供試した。

1 )堆肥の熟度判定

熟度指標となるpH，電気伝導度 (EC) および水

溶性フェノールは 既報12)の方法で測定した。炭素



析は， 2. 1 . 1の方法で行い， pH， EC，水溶性フ

ェノール， C/N比および還元糖割合を測定した。

2 .2. 2 培地適性評価

15ヶ月間堆積した 2-6区の堆肥に，それぞれ

N1.5g/箱の硫安， K1.5g/箱の硫酸カリウム，

Fe1.0g/箱の硫酸第一鉄， MnO.3g/箱の硫酸マン

ガンおよび、SiO.6g/箱のケイ酸を添加した培地を用

い， 2.1.2のハウス育苗と同様の方法で29日間育

苗を行った。

育苗終了後， 2. 1 . 2の方法に準じて生育調査を

行うと共に，育成首の一部を本田 (5アール)に移

植し，田植機に対する適応性，稲の生育および収量

を調査した。

3.結果と考察

3 • 1 市販パーク堆肥の水稲育苗用培地適性

3 • 1 • 1 品質評価

市販パーク堆肥の分析結果を表-3に示す。これ

より，市販堆肥CおよびDはすべての熟度目標値を

満たしており，完熟と判定された。また，これ以外

の堆肥は， C/N比，還元糖割合のいずれか一方の

値が目標値に達しなかったが， C/N比が目標値を

クリアーしておれば，基本的に植物の窒素飢餓が生

じる恐れがない5.6)ことや，筆者ら11)はC/N比が高

くても還元糖割合が低けれは窒素飢餓が発生しない

ことを確認していることから，ほほ完熟と判断された。

堆肥中に含まれる可給態無機成分の分析結果を表

-4に示す。これより， Ca， K， Mg， Pは含有量が

高かったのに対し， N， Zn， Fe， Cuは微量であった。

また，各成分の含有量は，堆肥の種類によって異な

り，特に， P， S， Mn， Feおよびceは試料開で大

きな差が認められた。

る苗の全N，全P20S (リン酸)，全Fe等の成分分析

により行った。また，ハウスへの搬出時における育

苗箱全重量も測定した。

2)人工気象室育苗試験

前記の育苗試験の結果， 3. 1 . 2に示すような苗

の生育不良が認められ，その原因として，パーク堆

肥中のN，Fe不足， P20S過剰が考えられたので，こ

れを検証するため，水洗によりパーク堆肥中の過剰

P20Sを除去し，NとFeを増肥した試験区(以下，改

善区とする)を設定し，無処理区および加工床土使

用の対照区と比較検討した。

供試パーク堆肥は前記と同一であり，改善区は，

N1.5g/箱の硫安， K1.5g/箱の硫酸カリウム，

Fe100mg/箱の硫酸第一鉄および 1%容量相当の水

田土壌を添加した。また，無処理区は， N1.5g/箱

の苗代配合肥料を添加した。

なお，ここでの試験は冬季であったため，人工気

象室(温度10-20t，自然光)を用い，上記ハウス

育苗と同様の方法で播種，発芽後， 27日間育苗を行

い，生育調査した。

2 . 2 育苗用パーク堆肥の製造と培地適性

2 • 2 • 1 パーク堆肥の製造および品質評価

表一 2に示すように，主原料，発酵助材の配合比

が異なる 6種類の試験区を設定した。樹皮乾物重量

は700kgとし， C/N比は約40，含水率は約65%に調

整した。各試験区ごとに原料を十分に混合した後，

1992年12月より約15ヶ月間枠積みした。この間 7

回切返しを行い，その都度，堆肥の重量減少率の測

定と成分分析用試料の採取を行った。

重量減少率は，堆積時に約10kgの混合樹皮を詰め

たポリエステル製網袋を堆積物中心部に埋め込み，

切返し時の重量，含水率変化から算出した。成分分

82 

各種育苗用パーク堆肥の原料配合量表-2

過リン酸石灰硫酸カリウム
(kg) (kg) 

硫安
(kg) 

原素
(kg) 

乾燥鶏糞
(kg) 

生重量
(kg) 

試験区
No. 

料

唱

-

9
“
q
u
a
a
A
F
D
P
O

3.5 

3.5 

3.5 

3.5 

3.5 

3.5 

3.5 

30.4 

7.7 

13.7 

13.7 

14.8 

11.0 

148 2.600 

2.600 

2.600 

2.600 

2.700 

1.600 

原

エゾマツ樹皮

エゾマツ樹皮

エゾマツ樹皮

エゾマツ樹皮

カラマツ樹皮

ナラ樹皮

主

注 1)試験区のうち l区は，対照区である。

注2)主原料のエゾマツおよびカラマツ樹皮はシベリア産，ナラ樹皮は富山県産である。
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市販パーク堆肥の分析結果と熟度判定表-3

CEC 還元糖割合C/N比
水溶性

フェノール

2mM以下

EC 
(液比 1: 5) 

3ms/叩以下

E
d
一
に
d

H

1
一
千

P
比
一
任

液一

ι

熟度指標肥

類

堆
の
種

熟度判定
25%以下

A

B

C

D

E

F

G

 

ほほ完熟

ほほ完熟

完熟

完熟

ほぼ完熟

ほぽ完熟

ほぼ完熟

70me/l∞g以上

96 

99 

125 

114 

86 

76 

126 

22.8 

21.9 

11.9 

13.8 

24.6 

28.5 

13.3 

35以下

官

i

'

A

守

'
A
U
『

t

司

t

n

o

a且
τ

円

t
胃

i

内

L

F

O

向。
R
M

0.10 

0.06 

0.09 

0.01 

0.09 

0.44 

0.07 

1.3 

0.4 

1.2 

2.0 

0.4 

1.5 

0.5 

7.1 

6.2 

7.5 

6.3 

7.0 

6.5 

7.3 

目標値

注 1)pH， EC，水溶性フェノール， C/N比および還元糖割合は、今野らが設定した熟度目標6)に基づいて評価した。これに

従い，広葉樹パーク堆肥のC，Dの場合のみ， C/N比は25以下、遍元糖割合は20%以下を適用した。また， CECは，日

本パーク堆肥協会および全国パーク堆肥工業会の統一基準5)に基づいて評価した。

注 2)熟度の判定は、すべての指標の目標値をクリアーするか近似した値の場合，完熟とした。また， C/N比，還元糖割合

のいずれか一方のみがクリアしない場合，ほほ完熟とみなした。

(単位:mg/lOO 9 ) 市販パーク堆肥に含まれる可給態無機成分表-4

植物必須微量元素

Zn Fe Cu 

植物必須多量元素

P K Ca Mg ce 

A

B

C

D

E

F

G

 

151 

49 

30 

321 

45 

185 

42 

0.01 

0.01 

0.01 

0.07 

0.06 

0.04 

0.02 

0.5 

0.2 

1.7 

0.4 

0.1 

0.5 

0.4 

0.6 

2.3 

0.7 

1.4 

1.2 

0.9 

0.7 

Mn 

円

。

q
G
F
h
u
n
v
n
R
U

円

t

F

D

h
L
F
h
U

唱

i
n
F
U

唱

i

S 

h
u
n
υ
o
o
a且
τ
可

4

4
且

τaιτ

官

i

F

D

203 

77 

381 

459 

62 

156 

90 

1169 

1017 

1794 

1019 

1237 

817 

1801 

436 

99 

559 

247 

188 

409 

266 

490 

10 

1319 

710 

105 

lO3 

116 

N 

1.4 

0.5 

4.6 

0.9 

0.7 

1.4 

1.0 

堆肥の種類

また，水稲苗の場合， P20sを過剰に施肥すると葉先

の褐変が発生する8.10)ことが知られている。

したがって，本試験でみられた苗の生長量不足の

原因は，表-4に示すように，供試堆肥に含まれる

可給態Nが少量なうえ，施肥N量が1.Og/箱では，

苗の生長に必要なN量を十分吸収できなかったため

と考えられる。また，葉色の淡色化はN不足に加え，

堆肥に含まれる可給態Feが微量(表-4)であっ

たことから， Fe不足も原因となったと思われる。

葉先の褐変は，本試験でもP20sの施肥に伴い褐変

が顕著となったことから， P20Sの過剰が影響したも

のと考えられる。また，苗の黄由化は，顕著な症状

を示したパーク堆肥Aおよび、FのFe含有量が少ない

ことに加え，吸収された過剰なP20SがFeと化合して

不溶化し，極端なFe不足を起こした1.13)ためと考え

られるo

そこで， P20S過剰と施肥N，Fe不足を改善するた

め，パーク堆肥の水洗による過剰P20Sの除去とN，

Feの増肥を行い，人工気象室育苗試験によりその

3 • 1 • 2 育苗培地適性

パーク堆肥使用区はいずれも 発芽が良好で根張

りもよく，マット形成状態は加工床土と同等であった。

苗の生育については，表-5に示すように，パー

ク堆肥使用区は，施肥によって，苗の乾物重， N含

有量が増加するものの，加工床土と同等の生育を示

すまでには至らなかった。

葉色については，いずれのパーク堆肥使用区も，

生育初期より加工床土に比べ緑色が淡く，生育中期

以降に首の葉先(葉身先端)が褐変したり，苗全体

が黄由化するものが現れた。褐変症状は，無肥料区

では 2種の堆肥 (D，E)でやや目立つ程度であっ

たが，施肥区ではAを除くすべての堆肥において顕

著であった。また，黄由化症状は， Aおよr1Fのパー

ク堆肥で，施肥に関係なく現れた。

一般に植物の生長や葉色の発現にはNI0.13)が，葉

緑素の形成にはFe13)が必須な要素とされ， Nが不足

すると，生長量の低下や葉色の淡色化を招き， Fe 

が不足すると葉色の淡色化や黄由化を招きやすい。
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表－５育苗終了時における苗の生育性とその成分分析結果

8４

苗の成分含有量第一葉
鞘高
（c､）

濡葉令試験区 繍暴)充実度苗の変色

8．１９

８．５０

ｊ
Ｎ
％く

P２０５

(％）

Ｆｅ

(ppm）

2．９２

２．６５

対照区(加工床土）１４．２１２．６３．４９１．５４１．０８ 3．１３１．９１１０８３

0.62

0.95

Ａ無肥料

施肥

黄白

黄白＊

7.65

9.11

２．２

２．３

2．４０

２．９１

0.58

0.86

０．７６

０．９５

2．１０

３．２９

４．４９

３．１４

219

５８（

区Ｇ無肥料
施肥

Ｂ無肥料

施肥

淡緑

淡緑，褐変

8.60

8.14

２．１

２．２

2．９６

２．２８

0.82

1.17

０．９５

１．４３

1．４４

２．１９

1.30

1.53

９９

１０３

０．９１

１．２０

料
肥
料
肥
料
肥
料
肥

肥
肥
肥
肥

無
施
無
施
無
施
無
施

Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

ク
堆
肥
使
用

淡緑

淡緑 ，褐 変

9.23

9.16

２．１

２．３

3．０５

２．７７

０．８３

１．１７

０．９０

１．２８

1.64

2.22

2．４８

１．４２

７６

１７１

注１）充実度＝乾物重／草丈×１０

注２）苗の変色のうち，黄白は苗全体の黄白化，淡緑は葉色の淡色化，褐変は葉先の褐変を示す。＊は顕著を意味する。

９
９

緑
緑

淡
淡

褐変

褐変

８．５３

１０．０６

１
１
●
●

２
２

2.83

2.85

０．７５

１．４８

０．８８

１．４７

1.58

2.26

３．７４

４．１０

９３

１２５

試験区

淡緑，褐変

淡緑＊，褐変＊

7．９９

８．１８

２．１

２．１

2.70

2.62

0.71

1.04

０．８９

１．２７

1.48

1.88

２．８４

３．２４

注）充実度＝乾物重／草丈

効果を検討した。

その結果，表－６に示すように，上記の処理を行

った改善区における苗の乾物重および充実度は著し

く改善され，加工床土によるものと同等かそれ以上

となった。また，葉色も濃くなり，無処理区で発生

した葉先の褐変もほとんど見られなかった。

なお，播種作業，育苗管理において，パーク堆肥

の物理性（擬水性，透水性，保水性）が問題になる

ことはなかった。また，ハウスへの搬出時における

黄白

黄白，褐変

2．６６

４．０１

２．１

２．２

0.333

0.405

0.401

０．４３８

０．７６

１．１２

2.13

2.26

５．０２

４．２２

９１

１１６

（

1０．５

９．５

淡緑

淡緑，褐変

8.18

8.34

２．０

２．４

2.93

2.70

0.74

1.00

1１．１

９．８

１．６２

２．３３

１．９４

３．０７

116

128

０．３７７

０．３７３

４．１９

３．６６

表－６苗の生育に与える培地の改善処理効果
苗箱の全重量は，加工床土の7.2k9に対し，パーク

堆肥は，3.7～4.5k9であり，３８～49％の軽量化が図

られた。

３．２育苗用パーク堆肥の製造と育苗培地適性

前述のように，市販パーク堆肥は，苗の正常な生

育に必要な肥料分の過不足を調整することにより，

育苗培地として利用可能であった。しかし，肥料分

のうち，不足成分の補給は施肥により容易に行える

が，過剰なP205を除去するための水洗処理は，実用

上困難と考えられる。一般にパーク堆肥の製造には，

発酵助材として鶏糞が用いられるが，これはP205が

樹皮の20～50倍以上の高濃度で含まれ5)，しかも鶏

種や処理方法，排出時期（季節）によって成分変動

が大きい7)ため，育苗用には適していない。

そこで，発酵助材として鶏糞の替わりに，品質が

一定で，正確な配合設計が可能な化学肥料（尿素，

過リン酸石灰等）のみを用い，Ｐ205添加量を抑え

たパーク堆肥の製造を試みた。

３．２．１育苗用パーク堆肥の品質評価

各種育苗用パーク堆肥の堆積期間ごとの成分変化

を表－７に示す｡これより明らかなように，１区(エ

ゾマツ樹皮十鶏糞十尿素）および６区（ナラ樹皮十

尿素十過リン酸石灰十硫酸カリウム）は６ケ月で，

また３区（エゾマツ樹皮十尿素十過リン酸石灰）お

よび４区（エゾマツ樹皮十尿素十過リン酸石灰十硫

３．３１

４．１４

草丈
（c､） (擁）充実度

9.0

9.9

0.333

０．４０８

対照区（加工床土）１０．４３．３５0.322

用Ｆ無処理区
改善区

Ａ無処理区

改善区

8.0

９．９

４．２１

４．１６

8.1

9.9

区Ｇ無処理区

改善区

１．９０

３．４９

Ｂ無処理区

改善区

0.234

０．３５３

0.368

０．４１８

1０．１

８．２

クＣ無処理区

改善区

堆Ｄ無処理区
改善区

肥

Ｅ無処理区

使改善区
３．７３

３．６７

0.323

０．４３２

１１．２

９．０

３．２６

３．５４



32.5

27.9

26.1

25.0

23.1
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このように堆肥の腐熟促進には，硫安のみを添加

するよりも，尿素十過リン酸石灰または尿素十過リ

ン酸石灰十硫酸カリウムの組み合わせで添加した方

が，成分および図－１に示す重量変化から判断して，

効果的と考えられた。また，樹種については，ナラ

樹皮，エゾマツ樹皮，カラマツ樹皮の順に分解性が

酸カリウム）は９ケ月で分析値が熟度目標値に達し，

ほぼ完熟と判断された。また，２区（エゾマツ樹皮

十硫安）および５区（カラマツ樹皮十尿素十過リン

酸石灰十硫酸カリウム）はともに，ＥＣ，水溶性フ

ェノールおよび還元糖割合が目標値まで低減したも

のの，Ｃ／N比およびpHが目標値に達せず，１５ケ月

後も未熟と判定された。 高かった。

表－７各種育苗用パーク堆肥の成分変化と熟度判定

４
０
２
１
９

●
●
●
●
Ｇ

８
７
７
７
６

熟度指標 （ 目 標 値 ）

５
７
７
６
３

●
●
●
●
●

５
０
０
０
０

環元糖割合熟度判定
(25％以下）

水溶性
フェノール

(2,Ｍ以下）

試験区
Ｎｏ．

堆積期間
（月）

ｐＨ
(6.5
～7.5）

ＥＣ

(3,s/cｍ
以下）

Ｃ／Ｎ比

(35以下）

未熟
〃

〃

ほぼ完熟

完熟

未熟

未熟

ほぼ完熟

完熟
〃

７
９
６
１
０

４
３
３
３
３

3１．４

２６．４

２４．１

２１．６

２０．６

２
０
１
３
７

缶
●
●
●
●

４
２
２
１
０

０
３
６
９
５１

６
４
５
４
２

●
■
■
●
■

７
７
７
７
７

0.77

0.11

0.15

0.22

0.08

１

0．１３

０．０５

０．１１

０．２８

０．０４

熟

〃
〃
〃
〃

未32.5

28.8

27.6

26.0

25.9

0.04

0.11

0.09

0.05

０

９
５
３
５
４

３
４
５
５
５

1１．０

４．８

３．５

１．９

１．６

０
３
６
９
５１

３
９
１
９
１

■
●
●
●
●

５
５
４
４
５

２

熟

″
〃
″
″

未

未熟
〃

〃

ほぼ完熟

完熟

8５

３
１
４
２
６

４
５
４
４
３

０
３
６
９
５１

0.50

0.01

0.05

0.08

0.11

９
７
５
９
６

４
５
６
５
４

0.18

0.04

0.04

0.08

0.01

３

０
３
６
９
５１

９
５
２
２
５

●
●
●
●
●

７
５
６
６
５

32.4

27.4

26.0

24.9

23.1

８
３
３
９
９

Ｇ
●
●
●
●

７
７
７
６
６

０
０
０
０
５

句
■
●
●
●

６
１
１
１
０

５

５
５
５
０
５

４
４
４
４
３

０
３
６
９
５１

４

未熟
〃

ほぼ完熟

完熟
〃

０
６
０
６
１

●
●
●
●
●

８
６
７
７
７

９
２
３
０
５

●
●
●
●
●

０
７
７
６
４

３
２
２
２
２

６

０
３
６
９
５１

1.46

0.11

0.13

0.06

0.03

５
２
７
６
４

●
●
●
●
●

５
１
０
０
０

34.3

23.9

21.0

18.7

17.1

０
２
２
０
４

白
●
●
●
●

７
１
１
１
０

注ｌ）６区は広葉樹パーク堆肥のため，今野らが設定した熟度目標6)に従い，Ｃ／N比は25以下，還元
糖割合は20％以下で判定した。

注２）判定方法は，表－３と同様に行った。なお，２項目以上クリアーしなかった場合，未熟とみなし

た。

３
０
８
６
４

３
３
２
２
２
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各種育苗用パーク堆肥の乾物重量変化

問堆積期

図-1

還元糖割合が熟度目標値に近い値まで低減しておれ

ば，窒素飢餓が生じにくいためと考えられ，さらに

詳細な水稲育苗用パーク堆胞の熟度基準を検討する

必要があるo

最後に，育苗用パーク堆肥を用いて，市販の播種

機や田植機への適応性を検討した後，本田での栽培

試験を行った。その結果，堆肥の含水率が55%以下

ではかん水時に水を弾き， 70%以上では堆肥粒子が

相互に付着し，作業に支障をきたすが， 60%前後で

あれば，一連の播種作業(箱詰め，かん水，播種，

覆土)を支障なく行うことができた。また，通常の

速度による田植え作業も問題なく行うことができた。

また，本田に移植した後も，堆肥育成苗は順調に

生育し，表-10に示すように，収量も加工床土育成

苗とほぼ同等であった。以上のことから，育苗用パー

ク堆肥は，十分実用に供せることが明らかになったo

3 • 2 • 2 育菌培地適性

15ヶ月間堆積した堆肥 (2-6区)を用いたハウ

ス育苗試験の結果を表ー 8に示す。これより，堆肥

育成苗の草丈，葉令，第一葉鞘高および充実度は，

加工床土育成苗にほぼ匹敵した。また，葉先の褐変

等の苗の変色も全く見られなかった。しかし，堆肥

育成苗の乾物重および葉色は，加工床土よりも劣っ

た。その原因として N. Fe等の施肥量が未だ不足

していることが考えられた。そこで，これを改善す

るため， N， Feの増肥効果を求めたo その結果，表

-9に示すように，育苗箱当り N2gおよび、Fe3 g 

相当の肥料を製造堆肥に添加することにより，加工

床土とほぼ同等の苗質が得られることが判明した。

なお，本試験で未熟と判定された 2区および5区

の堆肥で育成した苗も，良好な生育性を示した。こ

のことは水稲苗の場合，培地のpHが4.5-5.5でも

生育可能8)であり，また堆肥のC/N比が高くても，

育苗用パーク堆肥(15ヶ月経過)で育成した苗の生育性

令

表-8

色

4.2 
4.2 
4.1 
4.1 
3.7 

4.7 

葉充実度

0.88 
0.92 

0.76 
0.79 

0.93 

0.94 

乾物重
(9 /100本)

1.28 
1.55 

1.30 
1.36 
1.39 

1.60 

第一葉鞘高
(cm) 

3.6 
4.2 

3.7 
3.9 

3.5 

4.2 

業

2.7 

3.0 
3.0 

2.9 
2.8 

2.8 

草 丈
(cm) 

14.5 
16.8 

17.2 

17.3 
14.9 

17.1 

堆肥の
試験区No.

2 

3 

4 

5 

6 

加工床土(対照区)

注1)充実度=乾物重/草丈XlO

注2)葉色は，葉色板比較法で測定した。



全重

(k9/ａ）
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表－９Ｎ，Ｆｅの増肥による苗質改善効果

籾重

(k9/a）

第一葉

鞘高
（c､）

(房鴨)充実度葉色幕"許葉令培地の種類

堆肥の

試験区No.

育苗用パーク堆肥

加工床土

0．６８

０．６４

５．３

５．４

１．５３

１．５８

2２．４

２４．７

2.4

2.3

５．７

６．５

5３．０

５９．９

注１）育苗用パーク堆肥は，１５ケ月経過の４区であり，これに育苗箱当りＮ２ｇ相当の硫

安およびＦｅ３ｇ相当の硫酸第一鉄を添加して育苗を行った。
注２）充実度＝乾物重／草丈×１０

注３）葉色は，葉色板比較法で測定した。

表－１０育苗用パーク堆肥育成苗の本田移植・栽培後の収量調査結果

３
４

嚇屑補合籾わら比

富林技研報１０，９７

わら重

(k9/a）

7４．４

７６．８

精玄米重

（k9/a）

７１．８

７７．４
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Ｓｕｍｍａｒｙ

Forthepurposeofutilizationofbarkcompostaslighternurserybedinsteadofusualbedsoiltoraise

youngriceseedlings,studieswereconductedon（a)judgmentofavailabilityofcommercialbarkcompostsfor

thenurserybedand（b)examinationofproductionofbarkcompostssuitablefOrthenurserybedTheresults
weresummarizedasfollows：

l）Fromjudgingdegreeofmaturityofsevenkindsofcommercialbarkcompostsusedforthisexperiment，

therewerefoundtobecompletefermentationforhardwoodbarkcomposts，ａｌｍｏｓｔｃompletefermentation

forsoftwoodｂａｒｋｃｏｍｐｏｓｔｓａｎｄｃｏｍｐｏｓｔｓｍａｄｅｏｆｍixturesofsoftwoodbarkandhardwoodbarkAmong

theavailableinorganiccomponents（fertilizercomponentscanbeabsorpedbyplants）heldinthebark

composts，therewerelargeamountsofcalcium，potassium，magnesiumandphosphorus，andslightamounts

ofnitrogen，zincandiron、Thecontentsofthesecomponentsvariedaccordingtokindsofthebark

composts,particulalyphosphorus,sulfur,manganeseandirondifferedgreatly、

2）ResultsofexperimentofraisingofseedlingsbyusingthecommercialbarkcompostsfOrnurserybed

provedthatthereweresomeproblemsof①inferiorityofgrowthofseedlings,②lightcoloringoffOliage，

③browncoloringontopofleavesand④yellowishwhitecoloringoffoliage､Thecauseofthesedefectsof

seedlingswereconsideredthat①,②,③ａｎｄ④werecausedbynitrogendeficiency,nitrogenandiron

deficiency,phosphoricacidexcess,irondeficiencyandphosphoricacidexcess，respectively、

3）Inordertopreventphosphoricacidexcessofseedlings,productionoffivekindsofbarkcompoststhat

restrainedamountofadditionofphosphoricacidbyusingauxiliaryagentsfOrfermentationconsistedof

chemicalfertilizersonlywereapplied

Fromjudgingdegreeofmaturityofthesecomposts,ｎａｒａ（Q"e岬s妙）barkcompostandezomatsu（Ｐｉｃｇａ

ノez0‘''sjsCnが）barkcompostfermentedcompletelyinaboutsixmonthsandaboutninemonthsrespectively，

Relativeorderindecompositionofthecompostswasnarabarkcompost＞ezomatsubarkcompost＞

karamatsu（Lα流ｘ平）barkcompost・Andchemicalfertilizerstoaccelaratefermentationofthecomposts

effectivelywereshowntobecombinaｔｉｏｎｏｆ(urea＋calciumsuperphosphate）ｏｒ（urea＋calciumsuper

phosphate＋potassiumsulfate)．

4）AllbarkcompostsfermentedforfifteenmonthsshowedadequateavailabilityforthenurserybedAnd

qualitiesoftheseedlingsraisedbyusingthecompostssuppliedfertilizerscorrespondedtonitrogenof2

grampercommercialnurseryboxandironｏｆ３ｇｒａｍｐｅｒｔｈｅｂｏｘｗｅｒｅａｌｍｏｓｔｅｑｕａｌｔｏｔｈｏｓｅｒａｉｓedby

usingusualbedsoilmixedfertilizers．




